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第 l 章は序論であり， COz レーザーの高出力化，高効率化のために開発された各種型式について述べ，そのような背景
のもとで本研究の目的と意義を明らかにしている。
第 2章では，高速軸流型COz レーザーの開発研究の成果をとりまとめている。すなわち，世界でも例のない放電効率
26%，総合効率 14%などを達成した国内初のマルチkW レーザーとしての 2.5kWCOz レーザー，通産省大型フ。ロジェ
クトで開発を進めていたものと同じ大出力の 20kW COz レーザー， 60Torrの高気圧化を図ることにより，小型化を達


























( i )国内初のマルチ kW レーザーとして， 2.5kWC02 レーザーの開発に成功し放電効率としては，他に例のない 26
%の高効率発振を達成している。総合効率としても， 14%の高効率を達成している。
(ii) 2.5kWC02 レーザーの技術を基に， 20kWC02 レーザーの開発に成功し放電効率も 25%を達成している。
(iii) 薄板金属切断加工用 500W機には，ルーツブロアを採用することによって，陽極グローを疑似電極とする放電
技術を開発して， 60Torr の高圧力放電を達成し，小型高出力発振器の開発に成功している。
(iv) 500W機の技術を基に，平均出力 50Wの小容量ながら， 30μSの短パルス化を達成することにより， 1kWの高
ピーク出力， 1kHZ の高繰返しの，セラミックスクライブ用の発振器を開発することに成功している。
(2) 高速ガス流中のグロー放電特性を調べ，以下のことを明らかにしている。








(ii) 小信号利得と飽和ノ守ラメータから出力を計算する Rigrod の式を修正した新しい平衡状態の出力計算式を導入
し，新しい出力計算式は，レート方程式の解に良く一致し，精度の高い計算式であることを示している。
(iii) 安定なグロー放電からアーク放電へ移行する原因として， (a) 陰極部の電流密度が高くなりすぎることからアー





(4) 不安定型および安定型共振器のそれぞれについて， Fresnel -Kirchhoff の式を高速フーリエ変換で解き横モード
を計算するフ。ログラムを開発することに成功している。
(5) 幾何光学による伝播計算法である光線追跡法と Fresnel-Kirchhoff の式を直接計算する伝播・集束計算プログ
ラムの開発に成功し，具体例について計算することにより発振モードの解析を行い， 20kW級の大出力ビームの光学
系の開発に成功している。
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以上のように，本論文は高効率，大出力CO2 レーザーについて，高速ガス流と放電特性，レーザー励起に関する物理的，
工学的な多くの知見を得るとともに，光学設計の手法を開発し，これらの成果を統合することにより，大出力 CO2 レー
ザーの開発に成功している。これらの成果はレーザー工学，電磁エネルギー工学に寄与するところが大きい。よって本
論文は博士論文として価値あるものと認める。
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